


















Evaluation of Educational Books on "Food" for "Living Environment Studies" in 
Elementary Schools and for Studies in Kindergartens
鈴　木　千　春*
SUZUKI Chiharu
　The purpose of this research is to evaluate educational books about food for young children in terms of collaboration 
between kindergartens and elementary schools. The 15 books selected for this research concerns "activities related to 
people around them, society and nature" in government course guideline for elementary schools, and "environment" in 
that for kindergartens. All the books researched turned out to be fit for learning seasons and events; Nine for learning 
food.
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８ たのしいあやとり大図鑑 「みんなであやとり」「ひとりであやとり」 全２巻
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題名 作者 出版社名，発行年 評価項目① 評価項目②
あらすじ・キーワード
3.1　評価項目に該当する図書
　評価項目①と②に該当する図書は，K,M,N,Oの４冊で
あった。
　Kは，雛段にお雛様やお供え物を飾り，雛祭りの準備
をする様子が読み取れる。また，ちらし寿司や蛤のお吸
い物をいただく場面が，画面いっぱいに描かれており，
雛祭りにちなんだ食事の風景が読み取れる。また，登場
人物が蛤に注目し進んで食べようとする場面などもあ
り，評価項目①と②に該当する。
　Mは，料理の食材であるじゃが芋を自分で調達するこ
とによって，材料への愛着や大切さが芽生える場面が
読み取れる。また，自分で作り，みんなと一緒に食べる
場面から，料理にも食材にも興味や関心が持てると考え
る。よって，評価項目①と②に該当する。
　Nは，登場人物がコートを着てマフラーを着けている
ことから季節は冬，お正月の行事を初詣やお雑煮作りを
取り上げ描いている。中でもお雑煮の絵は画面いっぱい
に描かれ，具材の名前が記されている。また，作り方を
真似ることができるように，分かりやすくコマ割りがで
きているため，お雑煮作りやその具材に興味や関心が持
てると考える。さらに，お雑煮を食べながら団らんをす
る場面は，進んで食べている様子が読み取れる。よって
評価項目①と②に該当する。
　Oは，雛祭りにちなんだ食べ物に使われている材料に
は，それぞれ意味があることがわかり，進んで食べよう
とする姿が絵や文章から読み取れる。また，ちらし寿司
の作り方や材料を細かく描いていることから，ちらし寿
司に興味や関心が持てる内容である。よって評価項目①
と②に該当する。
　評価項目①のみに該当する図書は，C,D,E,H,Lの５冊で
あった。
　Cは，お仏壇のお供え物やおばあちゃんのお話から，
盆行事としてお盆を迎える意味やその風習が読み取れ
る。その中で，特にお供え物にする食事や食材には，行
事ならではの物が描かれており，評価項目①に該当す
る。
　Dは，お正月の行事に欠かせない，おせち料理のお重
の中身が，絵と文章から読み取れる。また，「年越しそ
ば」「お煮しめ」といった日本の食文化を表す言葉も，
お正月行事に触れながら学べるものである。よって，項
目①に該当する。
　Eは，普段食べている米が，泥んこの田んぼに植える
苗から始まっていることを知ることができる。また，米
がおむすびになり，それをみんなで食べる楽しさが描か
れており，評価項目①に該当する。
　Hは，薩摩芋がどこに実っているのかを，登場人物が
泥だらけになりながら収穫する場面によって知ることが
できる。また，自分たちで掘って焼いた芋を，みんなと
楽しく食べている場面が描かれていることから，評価項
目①に該当する。
　Lは，桜の木が描かれていることから，春の遠足であ
ることがわかる。お母さんからおにぎりの作り方を教え
てもらう場面では，こつや手順，手元の様子などを一つ
ひとつ区切って描いており，おにぎりを「作ってみた
い」「作れる」と興味や関心が湧くような工夫がなされ
ている。また，自分が作ったことで，食べることを楽し
んでいることが伝わる。よって評価項目①に該当する。
　以上，食の内容と関連付けて，季節や行事の内容を学
習することができる図書教材として９冊が選定できた。
また，これらの図書教材は，生活科の学習内容と幼稚園
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教育の「環境」及び「健康」における内容を含んでお
り，幼小連携における教材として提案ができる。
　尚，項目②のみに該当する図書はなかった。
3.2　評価項目に該当しない図書
　評価項目に該当しない図書は，A,B,F,G,I,Jの６冊で
あった。
　Aは，登場人物の服装や町の様子から，季節は冬，行
事はクリスマスであることは，十分に感じられるが，シ
チューやチョコレートケーキを作っている場面や食事を
楽しんだりしている場面は少なく，評価項目には該当し
ない。
　Bは，「端午の節句」行事を代表するこいのぼりがス
トーリーの中核に描かれており，行事ならではの食に関
する絵や文章は描かれていない。
　Fは，ハロウィーンの行事がどのようなものであるか
は，登場人物が準備する様子や，お母さんのお話から読
み取れるが，ハロウィーン行事にまつわる食に関する絵
や文章は描かれていない。
　Gは，「十五夜」「仲秋の名月」などと呼ばれる，月の
きれいな日のお月見の様子が描かれているが，食に関す
る描写は，お供え物の団子が小さく描かれている程度で
あるため，評価項目には該当しない。
　Iは，「鬼」と「福の神」と「豆を投げる行為」を中心
に，節分行事が表現されている。そのため食をテーマに
した節分行事は描かれていない。
　Jは，浴衣に半そでシャツ，出店に花火といった夏の
風物が描かれ，季節は夏であることが伝わる。また，短
冊に願いを込めて笹飾りをするといった七夕行事である
ことも分かる。しかし，それにまつわる食をテーマにし
た描写は見当たらない。
　以上，６冊は生活科や幼稚園教育の季節や行事に関連
する学習に活用できるであろうと推察するが，本研究の
目的に至った食をテーマにした内容を含むものではな
かった。
４．まとめ及び今後の課題
　本研究は，幼小連携における食をテーマにした図書
教材の評価を行うことを目的とし，まずは，鈴木・永
田（2018）が提案した15冊を調査用図書として検討を
行った。調査用図書は学校図書館用カタログの中から，
「季節と行事と食べ物のよみきかせ絵本」として収録さ
れている図書である。これは食べ物と関連付けながら，
生活科の「身近な人々，社会及び自然と関わる活動に関
する」学習内容と幼稚園教育の「環境」の内容と合致
し，さらに「健康」の内容をも含んでいる。
　図書を評価するにあたっての評価項目は，①「食べる
喜びや楽しさを味わったり，様々な食べ物への興味や関
心をもったりすることができる」，②「食の大切さに気
付き，進んで食べようとする気持ちが育つようにするこ
とができる」の２つを設定した。
　結果は，調査用図書15冊の内，9冊が食の内容と関連
付けて，季節や行事の内容を学習することができるもの
であった。６冊は食をテーマとはせず，他の題材を用い
て季節や行事が描かれていた。
　よって，幼小連携において，季節や行事の学習には，
15冊の調査用図書が活用可能であるが，食をテーマに
した図書教材としては，「3.1　評価項目に該当する図
書」において示した９冊が選定できた。
　その一方で，学校図書館用カタログにアイテムとして
収録されている図書は，幼小連携における学習内容に，
全てが合致しているとは言い難い現状がある。また，
本研究においての調査用図書は，出版社が講談社1社で
あったことも限定的であった。つまり，学習教材として
内容にあった図書教材の提案が，本研究の範囲内におい
ての評価結果を基にしているため，今後は，幅広く図書
を調査する必要がある。さらには，評価した図書が教材
として活用可能であるかを，実践を通して検討すること
も必要である。
注
　小学校学習指導要領は「生活編」及び「家庭編」，教
科名は「生活」及び「家庭」が正式名であるが，教科を
示す場合，本稿においては，それぞれ「生活科」及び
「家庭科」と表記している。
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